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資料２



世界情勢の大きな変化
人類社会への共通課題への挑戦
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環境破壊
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第四次産業革命
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脅威か？
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もしくは、機会か？



第四次産業革命センター設立趣旨：
世界のベストプラクティスの共有
よりよい未来を創発する



日本への
期待
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人類が直面する様々な課題に
挑戦する先駆けの国
様々なイノベーションの英知を集約
モビリティ、超高齢化社会における
ヘルスケア（高齢化社会における課題解
決）



“Go Boston 2030 プロジェクト”
ボストン市の目標達成に自動走行は貢献

10参考：世界経済フォーラム、BCGによる分析資料

Global Environment;

: Inclusive

道路の安全の改善

世界環境問題
大気汚染の解消

2/3の排出量削減

公共交通の効率性向上

信頼性やサービスの改善

生産性の向上

運転時間が一人当たり年
間240時間減少

移動の機会の改善：包摂性

ライドシェアと自家用車所有の競争により、
移動コストが最大5割減公平な移動の機会

交通利便性の向上

路面スペースの改善



2016年、プロジェクトはボストン市との連携開始

11



ベンチャー企業は、先端技術と迅速な対応により、プロジェクトに貢献
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ボストン市は、市全体を統括した交通システムプラッ
トフォームの構築を検討

13

参考：ボストン市、世界経済フォーラム、BCG分析資料

サービス・情報の流れ 乗り物の所有者 顧客から資金を得る主体

顧客体験

行政

交通システムプラットフォーム

他の交通
機関

自動走行運送
オペレーター

市民（顧客）

サービス提供

ボストン市
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